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＜１次審査＞

・審査委員が全応募作品を審査し、評価する作品へ投票を実施。（委員1人につき10～13作品選出。）　

※　各作品の評価内容は別添１(1次審査評価内容)参照。
　　　　　　　　　　　１次審査の投票結果

	
	1部
	2部
	全体
	作品番号

	6票
	0
	0
	0
	該当なし

	5票
	1
	0
	1
	1-53

	4票
	2
	3
	5
	1-38、1-54、2-3、2-194、2-291

	3票
	0
	3
	3
	2-6、2-20、2-265

	2票
	1
	8
	9
	1-48、2-8、2-14、2-48、2-115、
2-117、2-184、2-247、2-277

	1票
	6
	7
	13
	1-2、1-7、1-12、1-22、1-25、1-69、2-18、2-218、2-295、2-308、2-312、2-317、2-330


＜２次審査＞

・審査対象は、１次審査で２票以上を得票した作品の計18作品とした。

・各作品について評価する点や課題点などを議論し、投票を実施。（委員1人につき4～5作品選出。）

· 各作品の評価内容は別添1(２次審査評価内容)、議論の内容は別添2参照。
２次審査の投票結果
	
	1部
	2部
	全体
	作品番号

	6票
	0
	0
	0
	該当なし

	5票
	1
	0
	1
	1-53

	4票
	0
	2
	2
	2-8、2-291

	3票
	1
	2
	3
	1-38、2-3、2-184

	2票
	1
	1
	2
	1-54、2-265

	1票
	0
	4
	4
	2-20、2-247、2-115、2-194


＜最終審査＞

・2次審査で2票以上を得票した作品と2次審査対象作品のうち審査委員の推薦のあった作品（2-20、2-247）の計10作品を対象として、審査委員が議論を行い、各賞を決定した。

・グランプリには、票数が最も多かった、「斜めに配置された壁で仕切るなどした点が評価された作品（1-53）」を選定、次点の2作品のうち、事業化を考慮し、（2-291）を準グランプリに選定した。総合的に優れている作品を優秀作品に、それに準ずる優れた提案内容がある作品を佳作に選定した。面白いアイデアがある作品や今後に期待したい作品を奨励賞に選定した。
